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洋上打上

YACかわら版にも中国の衛星打上ロケット「長征」が多く出現し
ています。その打ち上げ回数におどろいています。
関係資料を探っていたら、2019年までのデータを整理しているweb
サイトをみつけました。その資料は2019年12月27日更新でした。

形式 LM-1 LM-2 LM-2C LM-3 LM-4A LM-2E LM-2D LM-3A LM-3B LM-2F LM-4B LM-4C LM-3C LM-6 LM-11 LM-7 LM-5 LM-5B LM-8

サイト掲載 2 1 54 13 2 8 44 27 64 13 35 27 17 3 8 2 3

2020～ 8 12 11 15 20 4 10 15 1 6 5 6 2 2 2

+17

＋23

+27

+10

JAXA/YAC「 SORATOBI2022」
（ソラトビ手帳）より構成

長征３AとHⅡA

+２

中国の射場別の打上回数も書いて
あります。
2020年～の様子を調べて表に加え
ました。
＊手作りなのでミスが心配です。

は、回数を形式に含めて
いることを示します。

「長征」は多くの種類があること
におどろきます。
注目したのはLM-6型です。

洋上で船の上から打上げています。
固体燃料ロケットのようです。こ
の海上発射型に着目します。

射場別の打上回数

+？→2020年回数

洋上発射にはどんな特色があるのでしょうか。
・ロケット本体や燃料などの輸送は？
・万が一打上にトラブルが生じたときは？
・発射地点が洋上で自由に選べる？
・追跡などはどうなるのだろうか？
・発射場周辺の人々の生活との関係は？
・洋上の風等の影響は？ ……。

2022年6月10日
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https://youtu.be/9EKaSClkI-c

https://graphics.reuters.com/SPACE-EXPLORATION-
MOON/0100B0BH0NZ/index.html

https://youtu.be/wczXM1BC9no
https://cdn.mos.cms.futurecdn.net/TBvMXiNPciHo7CSsWj9zgA-970-
80.jpg.webp

回数 打上日時 発射地点

1 2019年6月5日 北緯34.90度、東経121.19度

2 2020年9月15日 北緯34.31度、東経123.76度

3 2022年4月30日 北緯32.18度、東経123.79度

洋上打上のようす

https://youtu.be/7KfRmkgLKRs

1回目

２回目

3回目
発射地点は固定化さ
れていないようです

船の大きさと比較
すると、ロケット
は小さく見えます

船上の作業は穏やかな海
でないと困りそうです

打上を支援する船も
必要なようですね
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